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■
台
北
高
等
学
校
の
創
立
か
ら
閉
校
ま
で

　

戦
前
の
旧
制
高
等
学
校
は
、
エ
リ
ー
ト
青
年
を
育
成
す
る
学
校
と
し

て
、〈
帝
国
日
本
〉
の
各
地
に
三
四
校
（
北
海
道
・
京
城
・
台
北
帝
大
予
科

の
三
校
と
学
習
院
高
等
科
を
含
め
る
と
三
八
校
）
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
う

ち
旧
植
民
地
で
は
台
北
に
、「
台
湾
総
督
府
高
等
学
校
」（
後
に
「
台
北

高
等
学
校
」
と
改
称
）
が
一
九
二
二
年
に
創
設
さ
れ
た
。
尋
常
科
四
年
と

高
等
科
三
年
の
課
程
か
ら
成
る
、
全
国
で
も
数
少
な
い
七
年
制
高
等
学

校
で
、
高
等
科
一
回
生
が
入
学
し
た
の
は
一
九
二
五
年
で
あ
っ
た
。

　

卒
業
後
に
帝
国
大
学
等
へ
の
進
学
が
ほ
ぼ
約
束
さ
れ
て
い
た
高
校
生

は
、
在
学
中
は
知
性
を
磨
き
、
心
身
を
鍛
え
、
友
情
を
育
む
努
力
を
惜

し
ま
な
か
っ
た
。
日
本
国
内
の
旧
制
高
校
は
一
九
五
〇
年
ま
で
続
き
、

し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
そ
の
後
に
新
制
大
学
に
転
換
し
て
生
き
残
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
台
北
高
校
は
一
九
四
五
年
八
月
の
敗
戦
で
拠
り
所
を

失
い
、
一
九
四
六
年
三
月
卒
業
生
を
最
後
に
閉
校
と
な
っ
た
。

　

台
北
高
校
で
学
ん
だ
卒
業
生
の
総
数
は
、
結
局
二
四
〇
〇
名
（
う
ち

台
湾
人
は
六
五
〇
名
）
で
あ
っ
た
。

■
台
北
高
等
学
校
創
立
九
〇
周
年
記
念
系
列
活
動

　

二
〇
一
二
年
一
〇
月
、
台
北
で
「
台
北
高
等
学
校
創
立
九
〇
周
年
記

念
系
列
活
動
」
と
し
て
、
種
々
の
企
画
が
実
施
さ
れ
た
。
校
内
刊
行
物

の
復
刻
、
関
連
書
籍
の
出
版
、
記
録
映
画
の
制
作
、
二
日
間
に
わ
た
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、「
自
由
の
鐘
」
の
贈
呈
式
、
記
念
大
会
の
開
催
な
ど

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
蔡
錦
堂
教
授
（
国
立
台
湾
師
範
大
学
台
湾
史
研
究
所
所
長
）
の

尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

台
湾
に
生
き
続
け
る
旧
制
高
等
学
校

　
　

―
―
台
北
高
等
学
校
創
立
九
〇
周
年
記
念
系
列
活
動　

河
原　

功
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一　

校
内
刊
行
物
の
復
刻
、
そ
の
他
の
出
版

ａ
．
台
北
高
等
学
校
学
友
会
誌
『
翔
風
』
の
復
刻

　

台
北
高
校
の
学
友
会
か
ら
は
会
誌
『
翔し

ょ
う
ふ
う風』
が
一
九
二
六
年
三
月
に

創
刊
さ
れ
、
四
五
年
七
月
ま
で
に
全
二
六
号
が
刊
行
さ
れ
た
。
だ
が
、

創
刊
号
は
配
布
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
発
行
後
に
全
冊
回
収
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
出
来
具
合
が
「
貧
弱
で
、
み
っ
と
も
な
く
て
他
校
と
交
換
が

出
来
な
い
」
と
い
う
理
由
で
、三
澤
糾た

だ
す校
長
が
「
全
部
お
蔵
に
さ
れ
」（
長

谷
川
光
雄–

一
九
三
一
年
卒
）
た
と
い
う
。

　

第
二
号
か
ら
は
英
語
の
林

は
や
し
ば
ら原
耕
三
教
授
（
夏
目
漱
石
の
門
下
、俳
人
「
林

原
耒ら
い
せ
い井
」）
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
が
台
北
高
校
の
文
芸

熱
を
高
め
、
学
友
会
誌
『
翔
風
』
を
他
校
の
会
誌
と
遜
色
な
い
も
の
に

仕
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
教
員
の
中
に
も
、
林
原
を
は
じ
め
、
ド
イ

ツ
語
の
杉
山
産さ

ん
し
ち七

（
成
瀬
無む
き
ょ
く極
の
門
下
）、
英
語
の
森
政
勝
、
小お
や
ま山
捨
男

も
文
学
好
き
で
、『
翔
風
』
に
毎
号
の
よ
う
に
作
品
を
発
表
し
て
い
た
。

そ
の
う
え
、
下
村
虎と

ら
ろ
く
ろ
う

六
郎
が
教
授
（
後
に
校
長
）
に
就
任
し
た
こ
と
で
、

校
内
で
の
文
芸
熱
が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
た
。
下
村
は
「
内
田
夕
闇
」
で

知
ら
れ
て
い
た
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
後
に
『
次
郎
物
語
』
で
評
判
と
な

る
「
下
村
湖
人
」
そ
の
人
で
あ
る
。
や
が
て
中
村
地ち

へ
い平

（
本
名
・
治
兵
衛
）

が
〈
内
地
文
壇
〉
で
、
濱
田
隼は
や
お雄
が
〈
台
湾
文
壇
〉
で
活
躍
す
る
が
、

彼
ら
の
文
学
の
下
地
は
こ
こ
台
北
高
校
で
培
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
『
翔
風
』
に
は
、
戦
後
の
日
台
経
済
・
文
化
交
流
に
貢
献
す
る
辜こ

振し
ん
ぽ甫
、
法
曹
界
に
進
ん
だ
王
育い
く
り
ん霖

（
一
九
四
七
年
に
二
二
八
事
件
で
殺
害

さ
れ
た
）、
そ
の
弟
の
王
育い
く
と
く徳

（
台
湾
語
研
究
者
、
台
湾
独
立
運
動
家
）
も

ま
た
、
論
文
や
小
説
、
詩
、
紀
行
文
を
寄
せ
て
い
る
。「
昆
虫
博
士
」

の
異
名
を
も
っ
た
鹿か

の野
忠
雄
は
、
学
業
そ
っ
ち
の
け
で
台
湾
山
地
を
駆

け
巡
り
、
貴
重
な
研
究
報
告
を
こ
の
『
翔
風
』
に
毎
号
の
よ
う
に
発
表

し
た
。
戦
後
に
日
本
に
亡
命
し
て
小
説
「
香
港
」
で
直
木
賞
を
受
賞
す

る
邱
永
漢
（
本
名
・
炳
南
）
は
、
詩
を
数
編
発
表
し
て
い
る
。

　
『
翔
風
』
に
は
他
校
の
会
誌
に
な
い
大
き
な
特
徴
が
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
台
北
高
校
が
日
本
人
の
生
徒
だ
け
で
な
く
台
湾
人
の
生

徒
も
い
た
こ
と
で
、『
翔
風
』
に
は
両
者
が
作
品
を
寄
せ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。『
翔
風
』
に
台
湾
人
生
徒
と
日
本
人
生
徒
の
作
品
が

並
ん
で
載
っ
て
そ
の
レ
ベ
ル
向
上
に
努
力
し
て
い
る
光
景
は
美
し
く
、

こ
れ
は
他
校
の
会
誌
に
は
な
い
、
台
北
高
校
だ
け
の
『
翔
風
』
の
最
大

の
特
徴
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
目
を
ひ
く
表
紙
の
美
し
さ
で
あ
る
。
多
色
刷
り
の
洒
落

た
表
紙
、
し
か
も
台
湾
を
代
表
す
る
画
家
塩し

お
つ
き月
桃と
う
ほ甫

（
尋
常
科
の
図
画

教
師
）
描
く
絵
の
す
ば
ら
し
さ
は
他
校
の
会
誌
に
は
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。『
翔
風
』
全
二
六
号
の
表
紙
の
う
ち
桃
甫
が
一
六
号
分
、
生
徒
が

五
号
分
、
題
字
の
み
が
五
号
分
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
編
集
部
が
い
か
に
塩
月
桃
甫
を
高
く
評
価
し
、
か
つ
桃
甫
に
依
存

し
て
い
た
か
が
よ
く
分
か
る
。
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最
終
号
と
な
っ
た
第
二
六
号
は
、
用
紙
統
制
等
の
厳
し
い
環
境
、
空

襲
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
な
か
、
な
ん
と
敗
戦
一
ヶ
月
前
の
発

行
で
あ
る
。

　

今
回
、「
台
北
高
等
学
校
創
立
九
〇
周
年
記
念
系
列
活
動
」
の
一
環

と
し
て
、『
翔
風
』（
創
刊
号
は
欠
）
を
南
天
書
局
か
ら
復
刻
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
解
題
と
総
目
次
は
河
原
が
担
当
し
た
。

ｂ
．
台
北
高
等
学
校
新
聞
部
発
行
『
台
高
』
の
復
刻

　
『
台た

い
こ
う高
』
は
台
北
高
等
学
校
新
聞
部
か
ら
、『
台
高
新
聞
』
の
後
継

誌
と
し
て
、
一
九
三
七
年
二
月
に
創
刊
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
第
一
八

号
（
一
九
四
〇
年
一
二
月
）
を
も
っ
て
廃
刊
と
な
っ
た
。
廃
刊
の
理
由
は
、

戦
局
の
悪
化
に
伴
う
用
紙
統
制
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
、

印
刷
物
統
廃
合
に
抗
し
え
な
く
な
っ
た
こ
と
、「
新
体
制
」
に
向
け
て

学
友
会
も
組
織
変
更
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
新
聞
部
発

行
の
『
台
高
』
は
、文
芸
部
発
行
の
『
翔
風
』
と
合
併
し
て
「
新
体
制
」

と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。『
台
高
』
は
消
え
て
『
翔
風
』
一
誌
と
な
っ

た
が
、
編
集
は
移う

つ
し
が
わ
じ
ょ
う
じ

川
丈
児
（
一
九
四
二
年
卒
）
を
長
と
す
る
新
聞
部
が

主
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
時
体
制
に
寄
り
添
っ
た
記
事
も
載
る
よ

う
に
な
る
も
の
の
、
文
芸
作
品
も
あ
っ
て
、
外
観
的
に
は
こ
れ
ま
で
の

『
翔
風
』『
台
高
』
路
線
を
折
衷
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
台
高
』
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
価
値
を
高
め
て
い
る
の
は
各
種

の
情
報
が
載
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。「
学
内
ニ
ュ
ー
ス
」
や

「
七し

ち
せ
い
り
ょ
う

星
寮
便
り
」
と
い
っ
た
高
校
生
活
に
直
結
し
た
記
事
は
、そ
の
時
々

の
台
北
高
校
の
様
子
、
生
徒
や
教
員
の
動
向
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録
を

残
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
『
台
高
』に
は
高
等
科
生
徒
の
執
筆
が
多
い
が
、尋
常
科
生
徒
の
寄
稿
、

卒
業
生
の
投
稿
も
あ
り
、
教
職
員
の
執
筆
も
目
立
つ
。
ま
さ
に
台
北
高

等
学
校
あ
げ
て
の
雑
誌
と
い
え
る
。
さ
ら
に
台
北
帝
大
の
教
授
陣
も
加

わ
っ
て
い
て
、
層
の
あ
つ
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
『
台
高
』
も
ま
た
南
天
書
局
か
ら
復
刻
と
な
り
、
解
題
と
総
目

次
は
河
原
が
担
当
し
た
。

ｃ
．『
国
立
台
湾
師
範
大
学
図
書
館
所
蔵
台
北
高
等
学
校
図
書
目
録
』

の
出
版

　

敗
戦
時
の
台
北
高
校
に
は
二
万
七
〇
〇
〇
冊
を
超
え
る
蔵
書
が
あ
っ

た
そ
う
だ
が
、戦
後
の
混
乱
も
あ
っ
て
、そ
の
多
く
は
紛
失
し
て
し
ま
っ

た
。
創
立
九
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
残
存
す
る
九
〇
〇
〇
冊
余
り
を
収

め
た
蔵
書
目
録
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
台
北
高
校
生
の
読

書
傾
向
の
一
端
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ｄ
．
徐
聖
凱
著
『
日
治
時
期
台
北
高
等
学
校
与
菁
英
養
成
』
の
出
版

　

著
者
は
台
湾
師
範
大
学
博
士
課
程
の
院
生
で
、
本
書
は
修
士
論
文
を

ベ
ー
ス
に
し
て
の
出
版
で
あ
る
。
台
北
高
等
学
校
研
究
と
し
て
は
本
格

的
な
も
の
。
豊
富
な
情
報
や
デ
ー
タ
が
織
り
込
ま
れ
て
い
て
、
資
料
的

価
値
が
高
い
。
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ｅ
．
台
北
高
等
学
校
歴
史
記
録
映
画
『
白
線
帽
的の

青
春
』
の
制
作

　

当
時
の
写
真
、
卒
業
生
（
蔵
本
人
司
、
富
田
敏
郎
、
川
崎
健
、
李
登
輝
、

辜
寛
敏
、黄
伯
超
、張
寛
敏
等
の
十
数
名
）
の
回
想
、日
本
寮
歌
祭
で
の
「
台

高
踊
り
」、
蕉

し
ょ
う
兵へ
い
会か
い（

台
北
高
校
学
徒
兵
の
集
ま
り
）
の
会
合
、
二
〇
一
二

年
春
に
改
修
工
事
を
済
ま
せ
た
生
徒
控
所
で
の
記
念
式
典
の
様
子
な

ど
、
三
〇
分
ほ
ど
だ
が
、
中
身
の
濃
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ

る
。
日
本
語
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
字
幕
も
あ
っ
て
わ
か
り
や
す
い
。
市

販
品
の
た
め
購
入
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

二　

台
北
高
等
学
校
創
立
九
〇
周
年
文
物
資
料
展

　

師
範
大
学
図
書
館
一
階
ホ
ー
ル
に
、
三
澤
校
長
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
持

ち
帰
っ
て
台
北
高
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
「
自
由
の
鐘
」（
本
来
は
二

つ
で
一
対
だ
っ
た
が
、戦
後
の
混
乱
期
に
一
つ
は
消
失
）、教
職
員
の
身
上
書
、

校
内
刊
行
物
（『
翔
風
』
や
『
台
高
』）、制
服
、写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

一
定
期
間
の
展
示
だ
が
、
そ
の
後
は
図
書
館
内
の
「
台
北
高
等
学
校
資

料
室
」
で
常
設
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

三　

台
北
高
等
学
校
創
立
九
〇
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
一
〇
月
一
一
日
と
一
二
日
の
二
日
間
、
師
範
大
学

図
書
館
の
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

初
日
は
園
部
逸
夫
氏
（
終
戦
時
の
台
北
高
校
在
校
生
、
台
湾
協
会
評
議
員

会
会
長
・
元
最
高
裁
判
所
判
事
）
に
よ
る
基
調
講
演
「
旧
制
高
等
学
校
の

栄
光
と
残
照
」、
引
き
続
き
六
編
の
発
表
が
あ
っ
た
。

白
柳
弘
幸
「
台
北
高
等
学
校
と
成
城
高
等
学
校
―「
自
由
」
な
校

風
と
三
名
の
教
育
者
」、
丁
仙
伊
（
韓
国
）「
京
城
帝
国
大
学
予
科

の
設
置
と
そ
の
性
格
」、
河
原
功
「
台
北
高
等
学
校
の
文
学
世
界
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―『
翔
風
』『
足
跡
』『
南
方
文
学
』
を
軸
と
し
て
」、津
田
勤
子
「
エ

リ
ー
ト
候
補
生
た
ち
の
教
養
広
場
―
台
北
高
等
学
校
尋
常
科
ク
ラ

ス
回
覧
雑
誌
『
雲
葉
』
を
例
に
」、
張
文
薫
「
文
学
者
の
前
身
―

台
北
高
校
文
芸
雑
誌
と
台
湾
文
壇
」、
岡
崎
郁
子
「
王
育
徳
と
邱

永
漢
―
そ
の
文
学
と
確
執
」

　

二
日
目
は
黄
伯
超
氏
（
一
九
四
五
年
台
北
高
校
卒
、
前
台
湾
大
学
医
学
院

院
長
）
に
よ
る
基
調
講
演
「
台
湾
籍
台
北
高
校
卒
業
生
の
戦
後
台
湾
発

展
へ
の
貢
献
」、
引
き
続
き
九
編
の
発
表
が
あ
っ
た
。

蔡
錦
堂
「
台
北
高
等
学
校
の
校
長
と
教
師
の
群
像
」、張
季
琳
「
下

村
湖
人
と
台
北
高
等
学
校
」、
所
澤
潤
「
社
会
的
リ
ー
ダ
ー
階
層

と
台
北
高
等
学
校
」、
黄
俊
銘
・
黄
天
祥
「
日
治
時
代
台
北
高
等

学
校
の
建
築
」、
洪
致
文
「
台
北
高
等
学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
空
間

と
建
築
の
特
色
」、
鄭
麗
玲
「
青
春
の
夢
―
台
北
高
等
学
校
の
学

生
生
活
」、
欧
素
瑛
「
台
北
高
等
学
校
と
台
北
帝
国
大
学
の
人
事

交
流
」、
徐
聖
凱
「
台
北
高
等
学
校
か
ら
台
北
高
級
中
学
へ
の
移

行
と
断
裂
」、
林
礽
乾
「
台
北
高
等
学
校
と
台
湾
師
範
大
学
」

　

発
表
数
が
多
い
た
め
詳
し
く
紹
介
で
き
な
い
が
、
内
容
は
表
題
が

語
っ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
論
文
集
と
し
て
あ
ら
た
め
て
出
版
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
間
も
な
く
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
読
め
る
よ

う
に
な
る
。

四　

台
北
高
等
学
校
創
立
九
〇
周
年
記
念
大
会

　

記
念
大
会
に
先
だ
ち
、
一
二
日
に
前
夜
祭
（
国
賓
大
飯
店
）
が
台
北

高
校
同
学
会
会
長
辜
寛
敏
氏
（
一
九
四
六
年
卒
）
の
主
催
で
開
か
れ
、

六
〇
名
ほ
ど
が
招
か
れ
た
。
辜
寛
敏
氏
の
「
政
体
が
ど
う
変
わ
ろ
う
と

も
台
北
高
等
学
校
の
卒
業
生
と
し
て
日
台
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
こ

う
」
と
い
う
挨
拶
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

一
三
日
に
は
記
念
大
会
式
典
（
老
爺
大
飯
店
）
が
一
二
〇
名
ほ
ど
の

出
席
の
も
と
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

会
長
辜
寛
敏
氏
の
挨
拶
、蕉

し
ょ
う
よ
う
か
い

葉
会
会
長
蔵
本
人
司
氏
（
一
九
四
二
年
卒
）

の
挨
拶
、元
台
湾
総
統
李
登
輝
氏
（
一
九
四
三
年
卒
）
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

李
登
輝
氏
は
、「
十
二
年
間
の
、
い
わ
ゆ
る
中
華
民
国
総
統
と
し
て
働

い
て
き
た
と
こ
ろ
の
基
本
的
な
考
え
は
こ
こ
台
北
高
校
で
築
か
れ
た
」

「
あ
の
と
き
に
築
い
た
同
学
の
よ
し
み
は
、
そ
の
後
も
絶
え
る
こ
と
な

く
続
き
、
今
日
の
台
湾
と
日
本
の
交
流
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
る
」、

そ
し
て
「
我
ら
の
深
き
関
係
を
新
た
に
し
つ
つ
、
日
台
の
心
と
心
の
絆

を
築
い
て
い
こ
う
」「
母
校
台
北
高
校
の
『
自
由
と
自
治
』
の
す
ば
ら

し
い
伝
統
を
永
遠
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
う
」
と
、
日
本
語

で
力
強
く
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
い
で
、消
失
し
て
い
た
が
た
め
に
新
た
に
製
作
し
た
「
自
由
の
鐘
」

（
現
在
富
山
県
高
岡
で
鋳
造
中
の
一
つ
）
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
台
湾
師
範

大
学
学
長
の
返
礼
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
学
長
は
、「
建
設
当
時
の
主
要
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な
建
物
を
今
後
も
大
切
に
し
て
い
く
」、「
台
北
高
校
の
自
由
と
自
治
の

精
神
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
約
束
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
の
祝
宴
で
は
、
食
事
を
し
な
が
ら
の
歓
談
で
賑
わ
い
、
卒
業

生
や
家
族
の
ス
ピ
ー
チ
、
歌
の
披
露
が
続
い
た
。
さ
ら
に
李
登
輝
氏
に

は
応
援
団
の
羽
織
を
ま
と
い
、
破
帽
を
か
ぶ
り
、
高
下
駄
を
履
い
て
も

ら
う
と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
。
終
盤
で
は
校
歌
（
校
長
・
三
澤
糾
の
作
詞
）

や
寮
歌
、「
別
離
の
歌
」（
豊
見
山
昌
一
の
作
曲
・
作
詞
）
の
合
唱
が
あ
り
、

最
後
は
黄
伯
超
氏
（
台
北
高
校
同
学
会
前
会
長
）
の
挨
拶
で
式
典
・
祝
賀

会
は
和
や
か
な
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

今
や
、
卒
業
生
の
最
年
少
者
も
八
三
歳
と
な
り
、
台
北
高
校
同
窓
会

の
「
蕉
葉
会
」（
日
本
）
も
「
同
学
会
」（
台
湾
）
も
先
細
り
傾
向
に
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
十
年
後
に
日
台
合
同
で
の
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
を
開
催

し
よ
う
と
励
ま
し
あ
っ
て
、
参
加
者
は
会
場
を
後
に
し
て
い
っ
た
。

■
最
後
に

　

今
回
の
「
台
北
高
等
学
校
創
立
九
〇
周
年
記
念
系
列
活
動
」
は
、
台

北
高
校
の
精
神
「
自
由
と
自
治
」
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
す
で
に
閉
校
と
な
っ
た
台
北
高
校
が
、
台
湾
の
地
で
今
な
お
生
き

続
け
て
い
る
こ
と
、
将
来
に
わ
た
っ
て
も
生
き
続
け
て
い
く
こ
と
に
深

い
感
銘
を
受
け
た
。

（
か
わ
は
ら
・
い
さ
お　

東
京
大
学
非
常
勤
講
師
）

元台湾総統李登輝氏（1943 年卒） 学友会誌『翔風』（表紙・塩月桃甫）


